
 

 

 

 

 

 

 
 

 

≪辺野古土砂北九州の日程ご案内≫ 
 

9月 29日(土)14時～16時・生涯学習総合センター21会議室 

学習会・すすむ九州全体の軍事要塞化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺野古土砂北九州・ミニニュース 
辺野古埋め立て土砂搬出反対北九州連絡協議会≪2019 年 9 月 9 日・No81≫ 

連絡先…森下 090-9495-3902 南川 090-2853-7116 八記 080-1730-8895 

kanpanerura8k@mail.goo.ne.jp 
 
 

 

デニーさんと進もう、辺野古新基地建設ストップの道 

  

*是非、ご参加ください。   ↑詳しいことは、同封のチラシをご覧ください。 

門司地域のビラ配布 

これまで世帯数の 14％に 
  
門司の土砂が、辺野古の埋め立てに使わ

れるのをご存じない方は、まだたくさんお

られます。辺野古土砂北九州では、まず門

司から知らせていこうと、毎月ビラ配布を

行っています。これまで 6050世帯(門司の

世帯数の 14％)に配布。今後の予定は下記

のとおりです。 

●9月 11日(水)10時 

マックスバリュ門司西店の駐車場集合 

●10月 9日(水)10時 

JR門司港駅バス停集合(駅の横) 

※都合のいい方はご参加ください。 

≪小倉駅街頭宣伝≫ 
辺野古土砂北九州では、毎月小倉駅前

で街頭宣伝を行っています。 

大浦湾の海の写真を持って、一緒に立

っていただける方がいると大変助かりま

す。ご協力をお願いします。 

●09月 28日(土)16時～17時 

●10月 26日(土)16時～17時 

 

「平和のための戦争展」に、今年も参加 

土砂投入から現在までの写真 

昨年の 12 月 14 日から始まった土

砂投入は、6 か月で終了する予定でし

たが、恐ろしく進んでいません。14 日

から最近までの、県民の皆さんの戦い

の様子・少しの土砂しか積んでいない

トラックの荷台・工事は頓挫する 4 つ

の理由など、いくつかのテーマで展示

しました。 

この時の写真は、総会会場で展示さ

れた後、福岡の「辺野古写真展」にも

展示されるようになりました。 
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予告編…DVD上映会 ｢ドローンの眼｣ 
11月 2日(土)10時～12時・八幡西生涯学習総合センター3階・大会議室 

≪プログラム≫ 

・DVD1部…改正ドローン規制法と辺野古(28分) 
1 年半の監視と撮影から明らかになった、防衛局の工事の違法と不正を伝える。2019 年 6 月

13 日に施工された改正ドローン規制法で、辺野古の米軍提供水域が飛行禁止に指定されると、4

㎞以上離れないとドローンは飛ばせない。※チラシから抜粋 
 

・DVD 2部…ドローンで見る沖縄の基地(40分) 
沖縄島の 15％を占める陸軍・海軍・空軍・海兵隊の米軍基地。建設が進む島々の自衛隊基地。

沖縄県民が同居を強いられてきた沖縄島の巨大な基地群と、新基地建設がすすむ奄美大島・宮古

島・石垣島・与那国島を、改正ドローン規制法による飛行禁止区域指定の前に、全力で撮影した。

※チラシから抜粋 
 

・報告…｢(仮)地盤改良工事と福岡県の海砂事情」 事務局長・八記久美子(30分) 
※13年前のニュースステーション含む・10分 

 

[領収書に関するお願い] 

今年度から、口座への会費等の振

込につきましては、振込時の受領証

を領収書としていただき、財政係か

らの領収書発行は、省略させていた

だければと思っています。ただ、希

望される方には、これまで通り領収

書を発行いたしますので、振込用紙

に「領収書発行希望」とお書きくだ

さい。ご協力をよろしくお願い 

します。 

[年に 1度のお願い] 

私たちは、｢故郷の土砂を戦争に使わない

で｣と、様々な運動していますが、そのため

には、なんとしても「辺野古新基地建設」を

ストップさせなければなりません。ストップ

させるためには、この北九州でも仲間を増や

す必要があります。 

それで、今回「会員申込書」を 1枚同封し

ました。無理はしなくていいですが、声を掛

けられる方がいらっしゃいましたら、ぜひ入

会をお勧めください。よろしくお 

願いします。 

 

 

東京新聞・2019年9月5日…海底の軟弱地盤が明

らかになった沖縄県名護市辺野古の米軍新基地建設

を巡り、「地盤改良により施工は可能」と結論づけた

防衛省の報告書で、大規模地震を想定した耐震性能

を検討していなかったことが分かった。過去の教訓

から、国内の主要な十三空港は大地震に備えた耐震

化をしている。辺野古沖では活断層の存在も取り沙

汰され、専門家は「工事を強行するため、あえてハー

ドルを下げたようにしか思えない」と指摘する。（中沢

誠）   ※写真は共同通信 左側奥が辺野古側 

●署名用紙をもう一度同封しました。最終締

め切りは、今年 12 月末です。ご協力を。 

●｢福岡・山口土砂会議｣11 月 1 日(金)14 時。詳細後日。 


